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火星想定旅行クルーが会見、ストレス解消の
秘訣は「戦闘ゲーム」
2011年 11月 9日 12:28 JST

［モスクワ ８日 ロイター］ 火星有人飛行を想定した模擬宇宙船での共同生
活を４日に終えた男性６人が、戦闘ゲームでストレスを解消するなどして５
２０日間を乗り切ったことを明かした。

長期間の隔離生活が人間に与える影響などを調査するための実験「ＭＡＲＳ
５００」に参加したのは、欧州、ロシア、中国出身の６人。８日の会見で
は、全員やせて疲れた様子だったが、ほっとした表情も見られた。

窓のない室内で宇宙飛行士用の配給食を食べ、シャワーはほとんど浴びず、
常に監視カメラが稼動しているという状況について、ディエゴ・ウルディナ
さんは「正直に言って非常につらかった」とコメント。「出てくるときは体
が震え、鼓動が高まった」と話した。

また、ロシア人の参加者らは「緊張が高まったときには早めに芽を摘むよう
にした」と説明。戦闘ゲーム「カウンターストライク」が怒りをしずめるの
に役に立った、などと話した。
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